
 

公益社団法人 日本語教育学会  

共催：北海道大学 高等教育推進機構国際教育研究部 

2023 年度 北海道支部集会 
2023年 7月 15日（土） 13:25～16:35   会場：北海道大学 学生交流ステーション 

 

第 1部 ポスター発表と交流ひろば  13:30-15:00 

 

 

 

第２部 北見で 20年以上も続いている「いろはの会」、その秘訣を教えて！！  

15:15-16:30  209 室（2 階） 

北海道北見市を中心に、2000 年 6 月から日本語学習を希望する外国人を補助・支援する活動を行っているボランティアサーク

ル「いろはの会」。その活動と組織運営を事例として、地方における多様化する日本語学習ニーズへの対応のあり方、楽しみながら支

援を継続する秘訣をいっしょに考えてみませんか？ 

【講演】  15:20-15:40 

オホーツクのボランティア「いろはの会」の活動と運営 伊藤悠紀子（いろはの会 会長） 

【交流・意見交換会】  15:45-16:30 

「技能実習生支援」「留学生支援」「ボランティア組織の運営」などテーマごとに分かれて意見交換を行います。 

 

★どなたでもご参加いただけます★ 

【参加費】500 円    

【参加申し込み方法】 受付での混雑回避のため，7 月 12 日（水）までに事前参加登録をお願いいたします。

日本語教育学会ウエブサイトのマイページ（https://m4.members-support.jp/NKG/）よりお申し込みくださ

い。会員でない方もご登録いただけます。会場に余裕があれば当日参加も可能です。 

【問い合わせ先】公益社団法人 日本語教育学会支部活動委員会  03-3262-4291  shibu@nkg.or.jp 

【ポスター発表】    ロビー（1 階） 

①具体的な状況を踏まえたライティング教材作成 

―推薦状依頼メールに求められる内容・表現の分析から― 

副田恵理子（藤女子大学）・藤田百子（東京外国語大

学）・千石昂（タマサート大学） 

②「自然な非流暢性」を学ぶ・教えるための一考察  

佐藤淳子（北海道大学大学院生） 

③セルフスタディーを日本語授業に取り入れることの意義 

―独学可能な時代に語学教師は何ができるか― 

池田朋子（マギル大学） 

④日本語教育におけるプロジェクト型授業の整理の試み 

―文献調査から見えてきた特徴― 

淺津嘉之（関西学院大学）・中岡樹里（京都精華大

学）・山本真理（関西学院大学） 

【交流ひろば】  ①, ②106 室、③-⑤107 室（1 階） 

①親しくなるための日本語教材試案 

―アサーティブな関係構築を目指して― 

藤森弘子（帝京大学）・前田真紀（東京外国語大学）・ 

高村郁子（東京工科大学附属日本語学校） 

②日本語学習教材における合成音声の実用性―「やさしい

日本語でまなぶ介護専門用語集」の実例を基に― 

中川健司（横浜国立大学） 

③筑波大学 日本語・日本事情遠隔教育拠点の紹介 

伊藤秀明（筑波大学） 

④地域の日本語学習支援者に対する研修を考える 

―愛媛県を事例として― 

高橋志野（愛媛大学）・向井留実子（愛媛大学） 

⑤理工系大学院生を対象とした初級教材の開発 

―対面・オンデマンド併用コースでの使用を目指して― 

山路奈保子（九州工業大学）・石川朋子（九州工業大

学） 

https://m4.members-support.jp/NKG/


  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

図 1 「マイページ」ログイン画面 

図 3 仮登録完了画面 

図 2 利用規約の確認画面 
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